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近年，情報機器においてタッチインタフェースが多
く活用されているが，その活用はユーザからコン
ピュータへの入力に限定されている．「触る」こと
による情報伝達を出力面へも拡張できれば，より
使いやすいコンピュータの実現や，遠隔触診など
の新しい情報通信技術への発展が期待できる．

フラットパネルディスプレイ上での新しい
インタラクションの実現
静電気力を活用した薄型透明なアクチュエー
タ技術を確立し，映像に同期して実物体が画
面上で駆動される新しいタンジブルインタラク
ションシステムや，複数指で映像の感触を感じ
取れるマルチタッチ触力覚提示など，従来に
無い新しいユーザインタラクションを実現した．

「しこり」触感提示技術の実現
将来の遠隔触診技術などへの応用を念頭に，
人肌などの柔軟物体に指で触れた際に感じ
る硬軟感・しこり感を指先に提示する触感提
示技術を実現した．

アクチュエータ技術を活用した新しい触力覚技術
を実現し，コンピュータインタラクションの革新をめ
ざす．具体的には，独自の透明薄型アクチュエー
タ技術を用いた映像ディスプレイ上での新しい触
力覚インタラクションの実現や，遠隔触診等への
応用をめざした新しい触感提示技術の開発をめ
ざす．
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大型ディスプレイ上で映像の手触りを感じた
り画面上の実物体とインタラクションできる新
しい情報システムの実現により，コンピュータ
技術やアミューズメント技術発展への貢献が

見込まれる．また，触感提示技術の応用によ
り遠隔触診を可能とすることで遠隔医療技
術の発展に貢献することが期待される．
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透明アクチュエータによる
画面上でのタンジブルイン
タラクション

ディスプレイ上で複数指に
触力覚を提示するマルチ
タッチ触力覚提示システム

物体の硬軟感やし
こり感を再現する
触感提示装置


